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 大西さとし 市議会だより 

高松市議会 平成 26 年 

第 5 回（9 月）定例会の報告 
 
 

◆第５回(９月)定例会 
高松市議会は、９月８日から 24 日までの 17 日間の日程で、平成 26 年第５回定例会

（９月議会）を開催し、平成 26年度一般会計補正予算など 30議案を可決するとともに、

陳情２件を不採択としたほか、人事案件４件に同意しました。 

条例議案の一つである、「高松市子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額

を定める条例の制定について」は、平成 27 年 4 月からスタートする「子ども・子育て

支援新制度」によるものであり、利用者負担については、世帯の所得の現状その他の事

情を勘案して国が定める水準を限度として、実施主体である市町村が定めることになる

事によるものです。 

子ども子育て支援は、少子化対策等において非常に重要な施策であり、新制度では、

利用者支援、地域子育て支援拠点、放課後児童クラブなどの「地域子ども・子育て支援

事業」の充実など、地域の実情に応じた支援が実施できることから、今後においてもよ

り効果的な施策になるよう取組んで参ります。  

 

◆次なる挑戦への決意 
 平成 23 年４月、皆さまのご支援により、高松市政に送り出して頂きまして３年半が

経過いたしました。 

この間私は、皆さまにお誓いしました「１．現実を直視し、本質に向き合う」「２．

今、地方に求められていることに向き合う」「３．我々世代の責任を果たしていく」を

常に心の中に掲げながら、日々の活動に邁進して参りました。 

 これまで活動を続けることが出来ましたのも、皆さま方の多大なるご支援ご協力、ま

た叱咤激励を賜ったお陰であり、心より厚く御礼申し上げます。 

 さて、今日を生きる我々世代に課せられている大きな課題の一つは、人口減少、少子

超高齢化が更に加速するなか、地方が自主性を発揮し自立をすることで、如何に地域が

維持・発展を成し遂げられるか、そして次の世代に引き継げるかであります。 

 これら課題に対し、この３年半の経験を踏まえ、 

１．心身ともに豊かで、持続可能な生活・文化先進都市の創造 

２．地方分権型社会における、地方の「自主」「自立」に向けた地方議会および地方行

政の前進 

３．次の時代の創造者である若者が、夢や希望を抱け、自己実現に向けた挑戦のでき

る社会の創造 

を実現することで、世代の責任を果たしていくことを「次なる挑戦への決意」として、

皆さまにお誓い申し上げます。 

 今後とも、全身全霊で取り組んで参る所存であります。引き続きのご支援、ご

協力、また叱咤激励を賜りますようお願い申し上げます。 
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追加 
6,482,892 

 

 

6,482,892 
 

 
 

 

 

●子ども未来館（仮称）等の整備や、美術館の改修事業など、政策課題に取り組むもの 

●国・県が施行する建設事業に係る地元負担金や、国の制度創設等に対応するもの 

●諸般の事情から特に補正を必要とするもの 

 

・危機管理センター（仮称）等整備事業費（仮設の公用車駐車場等の整備）  

・屋島山上拠点施設整備事業費（基本設計支援業務委託の実施） 

・コミュニティセンター整備費（林コミュニティセンターの整備） 

・こども未来館（仮称）等整備事業費（こども未来館（仮称）・平和記念館（仮称）等の整備） 

・西部クリーンセンター大規模改修事業費（地域振興事業に係る用地購入） 

・校舎等整備費（男木小・中学校東棟校舎の解体） 

・三渓小学校校舎等建設事業費（南棟校舎の増築） 

・高等学校校舎等建設事業費（校舎等改築に伴う基本設計委託業者の選定等） 

・美術館整備費（美術館の改修等） 

 

・国、県が２６年度で実施する事業に対し、地方財政法等の規定に基づき、地元負担金を措置 

するもの 

椛川ダム水源地域整備事業、道路新設改良事業、津波・高潮危機管理対策緊急事業、 

海岸改修事業、急傾斜地崩壊防止事業、高松空港関連整備事業、港湾建設事業、 

高松港計画調査事業、街路事業 

・地方中枢拠点都市推進費（構想策定支援業務委託の実施） 

・都市交通問題対策事業費（地域公共交通網形成計画の策定業務委託の実施） 

・地域密着型サービス施設開設準備補助金（事業所開設者に対するソフト整備経費の補助） 

・水痘予防接種費（水痘ワクチンの定期接種化に伴うもの） 

・成人用肺炎球菌予防接種費（成人用肺炎球菌ワクチンの定期接種化等に伴うもの） 

 

・デジタル式同報系防災行政無線整備事業費（防災ラジオの製作・販売委託の実施） 

・選挙管理委員会事務費（選挙管理アドバイザーの委嘱） 

・病院事業会計出資金（資本的支出における医療器械購入に伴うもの） 

・病院事業会計 

 

●９月補正の規模 

●９月補正予算の規模（歳出ベース） （千円・％）  ●債務負担行為（千円） 
 

区分 補 正 前 補正額 補 正 後 当初予算比 前年度同期比 

一 般 会 計 152,942,979 3,011,156 155,954,135 102.2 104.9 

 うち県事業等地元負担金  261,585    

企 業 会 計 12,925,589 15,000 12,940,589 100.1 142.5 

合 計 165,868,568 3,026,156 168,894,724 102.0 107.1 

※企業会計は病院事業会計の補正 
  広報 たかまつ NO.1543(2014.10.15) より 

３．国の補助認証、制度の創設に伴う事業の実施      （２．７４億円） 

２．県施行建設事業等に対する地元負担金の措置     （２．６２億円） 

４．当初予算編成後における情勢変化への適切な対応  （１．０９億円） 

１．政策課題に対応するための事業の実施      （２３．６６億円） 

平成 26 年度 ９月補正予算の概要 
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